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キャッサバ概論

東北大学農学部教授 輪田 潔

内南洋の作物生態区

タピオカとコンス（コーンスターチ）という言葉は、子供のころから聞き

馴れた言葉であったが、実際にキャッサバ植物と初め七出会ったのは、昭和

1 0年夏、佐々木喬先生忙随伴して内南洋開発調査団侭参加した時であった。

この調査は、内南洋開発計画を緊急に策定することを目的としたものであっ

たが、熱帯と一口匠言っても 、地域によ って環境条件iて違いがあり、それぞ

れの環境に適した作物を選定しなければならないという 、熱帯農業の華本的

考え方を体験したことは、その後の 、ジャワ ・香料群島、ニューギニア旅行と

共に大きな収穫であった。

内南洋は、 マリアナ（サイパン ・テニアン）、西ヵロリン（パラオ） 、東

カロリン（ボナペ） 、 マーシャルの 4群島匠分かれるが、本計画では作物生

態の面から、 マリアナ群島を第一生態区、東西カロリン群島を第二生態区、

マーツャル群島を第三生態区とし、第一生態区匠は甘蕪、第二生態区（たはキ

ャッサバとパインアップル、第三生態区忙はココヤヽンを適作物として選定し、． これを中心妬して、栽培可能面積、入植農家数、営農計画などを策定したの
であった。その後、昭和 15年尻再度パラオを訪れた時陀は、既にかなりの

農家が定倍し、 キャッサバ栽培ゃパインアップル工場が順調匠進行している

ことを実地に見ることができた。

適地適作の根拠

各地域の甘蕪栽培をみると 、茎に砂糖が集積するためには、生育の抑制さ

れることが必要であるが、その原因は地域によって異なる。例えば、東部、ジ
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ャワでは、乾季忙入ると全く雨が降らなくなることが、また、南台満では、

秋末にな って軽い低混の来襲することが、 さらに、 キデーバでは士壌の特殊

性のため忙、乾季における土譲水分が著 しく低下することがそれぞれ原因と

なって、それまでの旺盛な生育が抑制され、その結果、茎に砂糖が集積する

ことになる。サイパン ・テニアンでは、乾季の程度がそれほど強くない陀も

拘らず、サンゴ礁士壌のため、士壌の保水力が著しく乏しくなることが原因

とな って生育が抑制され、茎に砂糖が集積する。カ ロ！」 ン群島には比較的面

和の広い島が多いが、傾斜地が多く 、かつ稚れには台風の通過すること があ

.,. 

る。そのため、耐風性の強いバインアップルと、耐干性が高く地中に芋ので ~ 
きるキャッサ バが適当であり 、ま た、台風の襲来もなく 、かつ、サンゴ礁の

小島であるマーーシャル照島では、耐塩水性のココヤヽンが滴当であるとした。

キャッサバは内南洋では、それ古で！ても各地で若干栽培されていたが、これ

を契機として、南洋庁熱帯産業研究所におい てキ ャッサ パの組織的研究が行

なわれ、世界各地から品種の導入、適品柾の選抜と新品種の育成、栽培方法

の改善、祓紛価の検定方法などしCついての試験が行なわれた。台湾における

キャッサ バ裁培の沿革妬ついては、恒春熱帯悼物殖育湯事業報告 （明治 44 

年）で田代安定氏陀よって紹介され、その後多 くの試験が台袴て行なわれた。

以上のよう花、熱帯では種々の作物生態区が成立し、それに基いて適作物

を選定すぺきであるが、広大な原生林を伐りじ恥いた後の気象条件の変化忙は、

予測し難＼＾塩合もある。例えは、西イリア ンのフンボJレ ト湾沿岸のモ ミ(Mo- -

mi)とラン、ンキ (Ransiki)の距離は、約 1o Km K遜ぎないが、モミては降

水最が数ヶ月間、極め て少なく なる ことを利用して、棉の栽培が成立するが、

ラン、ンキでは棉作が不可能であ って、 ゴム園が存在 している。北ボルネオ、

サバ州のクワ オでは、標喬差 と士質の違い忙よっ て、低地ではゴム、山魂で

はマ ニラ麻、高地ではココアが栽培され、 また、 コーヒーは、海岸陀近い低

地にはリペリア種、平地から山競にかけてはロプスク種、高地tては品質疫秀

なアラピア種がそれぞれ適 していることは周知の通りである。 このよう に熱
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帯農業は、適地 ・適作物、適品碩の上に成立するものであって、 キャッサバ

についても例外ではない。

＇ ． 

． 

．
 

キャッ サバの呼称と原産地

キャッサバはクカトウダイ科忙属するが、 この科の植物は茎陀乳管をもち、

Milk Weedといわれる。キャッサバの学名は Manihot utilissima 

Pohl (マニホット潟の利用し得る種類の意味）または M,esculenta

Crantz (食用忙なる踵類の意味）であるが、叢近は後者が多く使用されるっ

キャッサバのうち、苦味瑶を M.esculeuta または M.utilissima、甘味

種を M.palmata Mue:::..J-Arg．として区別する人もある。原産地は（1)メキ ・ン

コ西南部およびグアテマラ、(2)プラジル北束部の 2説があり 、野生のキャッ

サバはまだ発見されていない。キャッサバは南米では Manioc、 Mandioc、

アフリカの英語圏では Cassava、仏語固では Manihoc、 東南アジアでは

Oebi Kajoe (イモの木）、 Singkong、 Ketella pohon、 その他各

地で諸種の名がついている。キャッサバは新大陸では 25゚N~25゚ S の閻

陀、またアフリカ、東南アジアの熱帯各地忙分布し、台湾にも及んでいる。

いも類の多くは古くから人間の食料となっており、いわゆる農絣文化は、

いも類によ って発生したとさえいわれている。東南アジアでは、ヤム芋（ヤ

マノイモの近縁種）が山地に、また、 タロ芋（里芋の近緑利）が低湿地忙発

生し、これを食料として利用するため忙、それぞれ匠適した農具、調理器具

が発達し、各地vc特有の農耕文化が成立するに至ーた。この点は新大陸でも

同様であ って、 キャッサバ、サツマイモ、 ジャガ イモなどを中心とした独自

の艇耕文化が新大陸に発達した。しかし、現在、世界的にみると 、新大陸原

産のいも類は、東南アジア原産のいもに比ぺ、釜か花菫要な位置を占めてい

ることは注目すぺき点であって、 クロ芋が低湿地の原産であること 、また、

ヤム芋は没性で栽培陀支柱を必要とすることなどが、嗜好上の点とともに栽

培晋及を阻害した一因であろうと考えられる。
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キャッサパの植物学

キャッ サバは、 9を基本数と し、 2n = 3 6の染色体数をもつ、短年生の

灌木である 。茎長は 1~5  m、直径は 2~4  cmで、 厚味のある感 じがする。

葉は茎の先端部に着生し、その他の茎の部分では葉痕が顕著である。茎の色

は銀灰、緑黄、暗緑、暗褐色など色々で、紫色の条のあるものもある。表面

は沿らかで、若い茎は白粉忙援われる。成茎でも白粉のある稲類があり 、白

粉は麻酔性で穿畜匠有毒である。分枝性は、栢類によ って異なり 、全く分枝

しないもの、依か忙分枝するもの、閑花直前に茎の先端で分枝するものなど

があり 、分枝の角度によ って直立型と拡張型匠区別する。

栗は 2/5の葉序で、 らせん状に茎に形ぎ 、 3~9葉片から成る掌状葉であ

る。葉柄は長く 、 5~3  0 cmで、葉身長より長い。葉片は 4~2  0 X 1~  6 

cmの大きさで、卵形～披針形をし、碁部は細長く 、先端部はとがる。葉の表

面は滑らかで、背緑色に餌くが、裏面は淡い。時には赤味を帯びたり 、黄色

のものもある。葉柄と茎との全長vc.3~ 5個の托葉がある。

花は長さ 3~ 1 0 cmで、茎の先娯に個生総状花序として活き 、 20 0個の

雄花は上部柘、 20個の雌花は下部に散開して存在するが、何れも焦弁花で

あり 、啄が花弁状陀なっている。薄は雄花、雌花ともに 5片陀分かれ、色は

蒼荻色または赤味を帯びた白色である。雄花では長さ 0.5~1. 0 cmの花梗の

上vc長さ 3~ 8皿の也がある。蔑は下半が 3角形の 5個の蒻片が釣鐙状とな

っている。雄芯は 10個で、長短あり 、互生する。花盤は星状形で大きく 、 ~ 
肉厚〈 、橙色で、密を分泌する。雌花は長さ 1~ 2. 5 CT/Iで雄花より長く 、花

．
 

梗の上忙長さ 1.cm以上の蒻をつける。おは碁部在で 5片忙分かれている。子

房は長さ 3~4m111で、 3心室忙分かれる。表面は滑らかで、 6本の溝が通り 、 ＇ 
花盤の上に落く。花柱は合体して 1本となり 、柱頭は 3分する。

果実は長さ 1.5 cmの卵彩～球形の朔果で、 表面は滑らかであるが、 1 0個

の細長い数をもち、種子は 3個である。 受粉後 3~5カ月で成熟 し、果皮が

裂院 して種子を放出する。種子は長さ 12 !'11/1位いで、楕円形、灰色、表面忙
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黒色の小突起があり 、斑状をなすc

花は雌芯先熟で、雌花は雄花よりも 7~8日早く開花し、虫媒VCよる他花

授粉を行なう。人工授粉の場合には、開窮当日の早朝忙、モスリン製の袋で

花を包み、同日の午後匠授粉する。数日後にモスリ ン袋を蚊帳生地の袋忙取

替えて、光線と空気を通 h易く し、 また裂果時忙種子を集め易くする。 人工

授粉の成功率は品種によっ て違い、 0~5  6%、平均 14 %である。

種子は自然条件下では、発芽まで忙長期間を要し、かつ不規則に発芽する。

予め種子の珠孔部を切ると、比較的早くかつ均一忙発芽する。穏子は新品種

育成の時忙利用され、通常の栽培では挿木が用いられる。 30℃の湿った砂

上で種子を発芽させ、幼根が現れ初めると、鉢匠移 し、 5~ 6カ月後花高さ

1 5 cm尻達した時匠、苗床陀移す。 5~6カ月後には、 1株から挿種 6本が

とれる。また、茎の接木も可能であ って、ヴィーJレス病抵抗性の検定忙利用

される。

根は校維根で水平又は垂直沢伸びる。 2mの探さまで伸びる場合も知られ

ているが、通常は 1m位いまでである。芋は、 1部の稼紺根が二次肥厚した

もので、挿木の切口がカルス化して、そこから出た不定根の一部が芋花なる

為合もある。芋の数、形状、大きさ、沼生角度、皮の色、肉の色などは品種

により異たるが、通常 5~1 0個の芋が泊 く。芋は長さ 15~1 0 0 cm、直

径 3~1 5 cmで、円筒杉又は先細りした形となるが、分岐することも多い。

芋は周皮、皮展、髄の 3部よりなる。周皮は外側の皮で、白、褐、 ピンク

又は赤色のコ）レク陪である。皮lむは遥く 、白色で、時侭はピンク又は茶色味

を帯びる。蝕部は食用になる部分で、芋の大部分を占め、主として殺粉収富

む柔細胞より成り 、数個の木質部と乳管がある。色は白く 、時には黄または

赤味を帯びる。芋重忙対する皮部（周皮＋皮陪）の割合は、 8.5~1 7 %で、

皮の薄い方が有利である。
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キャッサバ芋の化学的組成

手の化学的組成は品種によ ってかなり異なる。 可食部の平均的な組成は水

分 62%、炭水化物 35%、蛋白 1.0笏ヽ脂肪 0.3%、無檄物 1.D %で、 カ

Jレジュウムとビクミン Cは比較的多いが、その他のピクミ ンは少な い。

栄養価の比較（ピクミンA Bハ 100g中国際単位 ：

ピタ ミンCハ 100g中 mg)

水分唸。
蛋白脂肋炭水灰分松維 V,A V.B V.C 

化物g 

％ ％ ％ ％ ％ 

キャ・兄ナパイモ 65 12 7 0.8-~ 0.2~ 32 0.シ 0.8 1 0 20 

（保1j皮） 1.0 0.5 0.0.5 

ジャガイモ 77 89 2.1 ll.1 20 1.0 0.7 40 30~ 1,3,---, 
8 0 1 5 

玄 米 1 5 347 8.0 25 73 1.5 0.7~ - 1程万
1.0 

そのため、食料としてまた家畜飼科と して生食する場合妬は、飴粉忙偏し、

函白とビクミ ンに欠けること花なる。メキ、ンコでの試験報告妬よると 、芋の

盗白含位（ては 1~6  %の巾があるので、高蛍白キャッサパの育成も今後期待

できる。

キャッサバ芋の無液含蘭（対全灰分羅 ）

加 払^ 燐 酸 石 灰 珪 酸 苦 士

肉 部 1 41.58 
％ 

1 5.59 
％ 

10.64 
％ 

8.09 
％ 

7.34 
％ 

皮
部I14.7 0 2.45 6.62 63.52 3.32 

キャッサパの希い莱侭は、蛍白とピタミン Aが多く 、熱帯各地で野菜とし

て利用されている。キャッサパの葉を家畜飼料として大規模陀栽培するため
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匠は、多葉i生品種の育成、刈取時斯試験などに碁いた新らしい栽培法が考え

られねばならない。現状では、熱帝型マメ科牧草を対象とする方が有利であ

ろう。

キャッサパの体内妬は青酸が存在する。青酸は体内ではf'hasesLuna-

tinまたは Linamarinという配糖体の形をとり、 リセーゼ酵素花より分解

して、青酸を遊離する。芋の青酸含最は、生芋 1k9当り 10~370:ngで、

5 0屯以下を甘味種、 50唱以上を若味種 といい、特に 10 0 "lg以上では著

しく有毒である。芋が士壊中で肥大する間は、酵素茫性が抑制されているが、

堀取後水分を失うにつれて、青酸の遊離が活発になり、芋が古くなるほど詣

性が増す。青酸含量は、同じ品種でも栽培条件の違い妬よって変化し、窒素

多施、稽せた士地、かんばつなどで増加する。背酸は甘味種では皮部に存在

するが、苦味種では芋全体に存在する。しかし、惹た り、焼いたりすると青

酸は破壊され無害となる。食用には早生の甘味秤が適しているが、放粉製造

用には収量、祓粉含盤の多い苦味種が適している。

キャッサバ澱粉の特性

キャッサバ該粉はクピオカ（ Tapioca) と呼ばれ る。絞粉は成分的には

amylase (直鎖成分）と amylopactin (分校成分） 妬分かれ、モチ娠粉

には amylaseは殆んど存在しない。ウルチ泣粉の amylose含抵の 多少は、

極粉の種類に よって異 なり 、 タビオカは少 ない方であ る。

ア ミロ ーズ含量（伶）（ BateVCよる ）

タピオカ 1 7、 コメ 1 7、モチゴメ 0、 トウモロコシ 2 1、

モチトウモロコシ 0、ジャガイモ 2 2、コ ムギ 2 4、

コゴ 2 7、バナナ 2 0. 5 

澱粉粒は球形～円筒形の独特の形で、 5個の複粒である。大きさは、 ジャ

ガイモ、サッ マイモ、小麦に比べると小さいが、 トウモロコ、ン、サトイモ、

ヤマイモ、コメ忙比べると大きく 、特妃殷粉歩合は大 きい。
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汲粉粒の比較（二固、 Allenによる ）

クピオカ 4~35μ 平均 17 μ (5個の複粒 ）

サッマイモ 2~50μ 平均 20 μ (1部は複粒 ）

ジャガイモ 2~100μ 平均 30 μ （単粒）

小 麦 2~8μ話と 2(}--ッ30μ群匠分かれる

トウモロコッ 炉 21μ 平均 15!」以下

コ メ 今 8μ

ヤマイモ 約 4μ

サトイモ 3-----4μ 

アロールー ト 22~25/'1 

加粉の比菫は約1.5、糊化温度は 60~6  5℃で、放置するとすぐ膠状と

なる。この膠状体は冷えても柔らかさと清澄さを失なわない特性があるので、

特殊用途に利用される。

キャッサバの品種

品種数は世界中で 2,0 0 0、東南アジアで 70 0沿どあり 、それぞれ生育

期間、収如、耐病性、草丈などの形態的性質、芋の化学的成分など妬特徴が

あるが、 SanPedro Preto種（諏粉含慧高、生育良好） 、 Bogor種（生

育期間 10カ月程度の早生、収梗時の毒性少） 、 Arnbon種（毒性少、蛋

白含採大で高蛋白品種の育成材料に適）の三系統匠大別できるようである。

品種改良の目椋は、地域侭より 、また利用目的花より異なるが、多収性の他

応皮部の割合の小さいこと、耐病性、高澱粉性、短茎性、地域適応性、早

晩性、保存性なと忙重点がおかれている。青酸含撮の高いことと収量並びに

叙粉含絨の高いこととの間には高い正の相関があるので、工業用には苦味種

がよく 、 また、獣害も少ないので栽培も容易である。食用花は芋の味が良く 、

殺維含菌の低いことが望まれ、一般に早生種が滴するが、特忙士中に長くお

いても変質しないものが望まれる。 アフリカではピ ールス病による被害が多
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いため、 Manihot属の他の種との種間交雑や、戻し交雑妬よるピールス抵

抗性品種の育成や、喬蛋白性品種の育成も進行中 であ るが、現在ではまだ十

分なものはない。

キャッ サバの栽培環境

気象 ：キャッサパの生長最適平均気温は 25~ 2 7℃で、典型的な熱帯作

物である。キャッサパは霜や低混忙弱いので、標商 15 0 m以上で栽培する

ことは不利であるが、品種を選ぺば 1,3 0 0~1, 5 0 0 m位いまでは可能で

● ぁる。雨茄は年 50 0~5, 0 0 0mの範囲で、生育佳良であるが、排水良好
であることが必要である。また、 キャッサバはかんばつ時には落葉するが、

腋芽は休眼に入り 、そのため植付期以外では比較的長期間のかんばつ妬耐え、

その後の降雨忙よって生長は回復する。しかし、多収のため忙は適当の灌漑

が有利であっ て、パプアの試険では、湘涯匠よって位当り 10 0トンの多収

が得られている。また、生長の最適日長は 12時間であり 、熱帯地方の日長

匠よ く適応 してい るこ とがうかがわれる。

土坦 ：キャッ サパの生育佼は軟らか く、少し湿り気があり、適当vc肥えた

砂土または砂壌士が壊適である。 しかし、 キャッサバは肥料吸収力が強いの

で、かなり倦せた土壌でも停滞水がな く、浅過ぎたり 、かた過ぎたりしなけ・れば、殆んどすぺての士壌で生育できる。肥え過ぎた士壌では、 サッマイモ
の要ボケのよう陀、地上部の生育だけが旺盛にな って、芋の滸生は却って少

なくな る。最適土壌 PHは 5.5~6. 5であ る。

栽培 。整地 ：キャッサバは深根性で、耕起の深さは 50~6 0 cmが理想的

であるが、通常は一般作物よりも若干深い 20~ 2 5 cm程度が多いょうであ

る。クイでは華商に委託 してトラクターによる深耕が行なわれている所があ

る。機械力を使用する場合には、乎畦が都合がよく 、畦立は植付後の管理陀
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は便利であるが、収監は若干低下する。

植付 ：キャッ サバは挿木を用いて栽培する。挿穂の調製は、収役後の茎を

利用 して行な う。芋を抜き易いように、収穫時陀地際の 30~4 0 cmを残し、

その上の茎部を 25~3 0 cm間隔に切断 して挿穂とする。茎の先端に近い挿

穂ほど、植付後の生育は早生化するが、芋の殺粉含量並びに収最は低くなる

ので、一般侭中部の茎からの挿穂が良い。アフリカでは、下部の茎はモザイ

ク ・ヴィー ルスに罹り易いといわれている。挿穂調製は収穫直後に行ない、

直ち（て植付けるのがよいが、収穫後の跡地整理や士壌水分の関係から、茎を ~ 
一時保存して適当な時に挿穂を調製することが多い。茎の保管は滉気が少な

く、通風良好な乾燥した倉庫などが良い。

土壌水分が不足すると 、抑穂の発根忙は不利であるので、植付時期は雨期

の始めがよい。しかし、発根後は乾燥忙強いので、 クイでは雨期の末期に植

付けることがある。近年、発根剤の利用が進み、 プラジルでは MCPB等の

植物ホルモンが使用され、また、 トリニダッドの熱帯農業大学では NAA

（ナフクレン酢酸）、 IBA  (インドール酪酸）を発根剤および増収剤とし

て利用する研究が進んでいる。植付けが周年可能になると、涙粉工場などの

年間採業が確立されることになる。

梢付方法は土壌水分忙よ って異なり 、適当な水分の場所では水平植がよく 、

過剰水分妬なると苗が腐り易くなる。ジャワでは垂直植、 クイやフィリ ヒッ ~ 

では斜め桓が多い。斜め植の角度は 45 °位い妬して、苗の半分を土中に挿

し込む。 一般花は 1カ所に 1本を植えるが、時には 2~3本の挿穂を植える

塙合もある。

植付密度は地域忙よって異なるが、通常、畦幅、株間ともに 80~1 0 0 

cmで、し当り 10, 0 0 0~1 5, 0 0 0本が多い。植付面積 10 0.ta分の挿穏は収

稜面秋 2紐からの茎で充当できるようである。
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補植： 植付後約 1週間で発芽、発根するが、約 5％は欠株と なる。芋の形

成は、植付後 1~1. 5カ月 以内に始まるので、少なくとも 1カ月以内忙補植

を終了 しなければならない。遅れるにつれて、生育のバラッキが甚だしくな

る。

． 
施肥： キャ ッサバは肥料の吸収力が強く 、肥沃士壌では無肥料でもかなり

の収最が得られ、また、多くの農家では施肥を行なうことは稀れである。 し

かし、多収を得るため花は、肥料を与える必要がある。マダガス カルにおけ

る試験佼よると 、 キャッサバの接分吸収量は土壌の種類によ って異なり 、特

に加里吸収聾と芋の収量お よび澱粉含量との間に密接な関係がみられ、収誠

は沖積士で高 く、高燐酸、低加里ラテラ イト 士壌で低 くなっている。

キャッサ パの妾分吸収量 （ヘクク ー）レ当り Kr;)

窒素燐酸加里石灰苦土根の放粉 平均収量
含醤{~6) （ヘクター栓当トン）

根 153
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したがって、施肥盤は、土壌の肥沃度と収祉目標並びに養分間の切衡、特

忙加里の不足に留意 して決定 しなければならない。こ れまで 10アール当り

窒素 10~1 2 Kg、燐酸 8~1  0 Kr;、 加里 10~1 2 K,;程度の施肥量の所が

多い ようである。堆厩肥の効果も十分に認められている。

初期生育が不良の場合忙は追肥を行なう。追肥の時期は、植付後 4~5カ
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月、茎長 6D~7 D cmまでに施す。遅れると 効果が現われない。

除草と培土： 除草は植付け後 3~4週間おきに 2回、木の小さい間に行な

う。除草の時期が遅れると 、芋の箔生が害される。除草剤の研究も進んでい

るが、まだ実用的のものはない。さら忙芋の生長を助長するために、植付け

2~3カ月後まで忙は土寄せをする。

病害虫 ：キャッサバは病害虫に強く 、東南ア・ジアでは大災害は知られ てい

ない。アフリカでは、モザイ ク ・ピールス、あるいはプラウ ン ・ストリ ーク ~ 
（褐条）ビールスの被害が甚だしく 、キャッサバ栽培は次第陀高地陀移って

いる。根腐れ病は、収稜後芋がFornesLignosus菌により腐敗する病気で、

最近、 クイやニューギニアで報告されている。対策としては、酎病性品種の

栽培、長期輪作の採用、 ララン草の駆除、 士捩排水、適期収極、通風良好な

貯蔵などがあげられる。その他、バクテリヤや糸状菌が根、茎あるいは葉に

繁殖 して生育を害 し、 また、蚊近、 クイで 15~1 7℃以下陀なると Cer-

cospora henningsiiが寄生して葉匠豆粒大の褐斑・が出る こと が知られ

ているが、防除法は明らかにされていない。

動物害としては葉ダニ、 コガネム ・ン、大バック 、蝿の害がある。野鼠、野

豚の害は苦味和の栽培で防ぐことができる。

収穫： 収稜適期の判定には、芋の辰粉含愚を測定するのがよい。簡便法と

しては、生育中屑の株の芋を堀取り 、芋が油単侭ぼっきりと折れる褐合が収

穫の適期である。切口が少し焚色で、水分の多いものは未熱であり 、 また砥

くて、内部が木化しているものは過熱芋であるっ堀上げた芋は 48時間以内

に変色 し始め、ついで本格的な腐敗が起る。そのため、涙粉製造の場合には

4 8時間以内に処理 しなければならないが、冷蔵下では約 1週間保蔵できる。

-1 2 -

． 



収穫適期を外した場合の損失（％）

月 最適 月

損 1:[ 4 ＇ ロ3 ヽ 2 1 9 ,＼-1 • -2 9 -^  3 9 -4 9 
2 0 •一 ヽ．¥ 

失 ［ ／ ／ I . ¥ 、
30 / ／ 

／ ． 率 I 
40 ./ ／ 

（%) 50 

生芋を苅く切って陽乾 した切干（ガプレクまたはチップ ）は、青酸の寄性

が弱く 、端境期の食料および飼料忙なる。切干は短期間の貯蔵に耐えるが、

象虫や蛾がつき易いので、それを防ぐためには、切干を粉砕 して粉（キャッ

サバ ミール ）侭すると長期闇の保存ができる。さら忙、 キャ ッサバミールに

蒸気を通してから賜乾 したものは、数年間保存できる。生芋忙対する切干歩

留は約 4D%、切干 の函粉含量は 72. 1~7 3. 9%、また生芋に対するキャ

ッサバミ ールの歩留は 25~3 3伶である。切干をつぶして一定の形忙圧搾

● したものをペ レ ット(pellet)といい、 チップよ りも 品質が優れ、安定 し
ているので、最近ではペ レット忙よる輪送が多 くなっている。

収盤： キャッサパのな当り収醤は品種、早晩性、栽培の籾疎、気象並び忙

土壌条件など忙よ って著 しく異なる。集約栽培ではK当り 70トンの収量が

十分忙期待できるが、普通栽培では 30~4 0トン位いが高い方で ある。
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熱 帯 の 多 収 記 録

ヘククール当 ヘククール当

収盤（トン） 熱量生産 (cal • 日）

トウモロコシ 2 0.0 2 0 0 

イ ネ 2 6.0 1 7 6 

モロコ、ン 1 3.0 1 1 4 

コムギ 1 1. 7 1 1 0 

ヤマイモ 9 3.3 2 6 6 

キャッサバ ] 1. 1 2 5 0 ． 
サッマイモ 6 5.2 1 8 0 

サトイモ 4 7. 0 1 4 6 

輪輪作と緑肥 ：キャッサバは祀料吸収力が強く 、かつ 10~1 8カ月の長期

問忙亘って畑を占有するので、地力を消耗し、後作物忙悪影経を与えること

が多い。そのため、 キャッサパを組入れた長期間の翰作体系や有阪物の補拾

を行ない、地力の維持増進を計ることが誼要である。タイではキャッサバと

ササゲの混作、 フィリピンでは落花生とキャッサパの輪作、 など、豆科作物

を取入れており 、 また、 ジャワではキャッサバ 3年、休閑 1年の輪作、 アフ

リカではトウモロコシ、落花生、 キャッサバ、休閑忙よる 4~ 9年恰作が行

なわれている。

休閑地の緑肥化は必らずしも容易ではないが、アフ リカでは Elephant

grassが播種され、 また、 カンボ、；；ャでは雑草の SiamWeedの利用が有

効であることが報告されている。キャッサバと緑肥の混作は、地上部の生育

を旺盛忙する反面、芋の焙生を不良にするので、初期のうち妬緑肥を刈取る

必要がある。

．
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． 

キャッサパの楼城化栽培

キャッサバ栽培では、深枡、挿穂の詞製、植付、収稜などに労力がかかり、

大規模栽培では伽械化による省力が必要である。インドネ、ンアの大農園では、

植付および芋の収稜以外の作業は、ほぼ槻械化されている。

イ ン ドネシアの機械化

作 業 牽 弓I 機 作 幸示 檄

耕起整地 クローラートラククー(65HP) デスクプラウ、デスクハロ ー

施 肥 ゴムクイヤ付 トラククー（15~20HP)肥料撒布器

除 草 ” ” 
カルチベーダー

植 付 ，人力（ン ザル麻、煙草栽植機

改良研究中）

収 穫

地上部刈取 トラククー 垣根刈込殻又は廻転鋏

地上部取除き ” レーキ

塊根堀起 ” （高牽引力 ） 深耕収稜器研究中

プラ ジルおよび メキシコ では、 トラクク ー牽引の 2条植付檄匠よ って、 1 

日51,.,aの植付けが可能となっており、さらに畦立機を連結した 6条植付檄も

考案されたようである。収稜様の叙械化の可能性忙 ついては、芋を堀上げる

ことと、芋を引き 抜く こと の両面から研究されているが、芋の広がりが水平

1 m以上、 深さ 4D~6 D cmであるので、現在ではまだ完成されていない。

● しかし、 クイやメキシコでは、鋤の後部を広くするなどの工夫をして、人力
による収稜を容易にしている。

飼料キャッサバの開発輸入

キャッサバは食用、飼料用、工業用など多方面の用途をもち、強健で作り

易 く、 単位面積当りのカロリ 一生産最が他の主要食用作物よりも著しく高い

のみならず、増産の可能性の極めて高い作物である。最近の飼料不足妬伴な

い、キ ャッサバが開発輸入作物として注目されるに至ったことは、時宜忙か
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なっむものと言えょう 。本来、炭業企画は長年月に亘り莫大な資本と設備投

下を必要とするのみな与ず、その見返りは工業企画に比ぺて低い利潤である

ことが一般である。従って、 キャッサパの翻発輸入においても 、一度び適地

を得て事業を節始した暁忙は、市況の変動や飼料事情の緩和などの理由忙ょ

って、短期間忙放棄してはならない．国家的事業と して、長期間陀亘り 、一

定の飼料供給源としての役割を組続遂行することが大切であろう。人口増加

率が高く 、食料の均産確保が必要であり 、特に近年、民族意識が著しく高揚

している発展途上国では、土地租借、合弁会社の設立などの法律制限も厳し

く、必要労力の砕保侭も困難の多いことが予期されるが、飽くまでも相互理 ~ 

解と、彼我とも忙有利、有意義であることの同意尻基いて慎重かつ大胆に進

めるぺきであろう。

．
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「国内外のキャッサバの流通の実情と将来性」

農林省名古屋肥飼料検査所

所長神橋健 一

お手元に差上げました資料は非常に広範因なものとなっておりますが、時

間の関係上、全般の詳細なこと VCついては後刻お読み願うこととして、今日

● は流通関係、 とく忙国内に関連する問題を重点的にとりあげて話をしてまい
りたいと思います。

本論にはいります前に、 プリントの内容をかいつまんで少々お話申し上げ

ておくこと忙いたしましょう。

まず栽培のことでございますが、皆様方も御承知のように、 キャッサバは

世界の囮大食料のひとつであります。米と小麦、 とうもろこし、 キャッサバ、

この 4つが古来から我々人類の主要毅粉食料としてその分布上の特質を持ち

つつも、広く栽培されてきております。

キャッサバにつきましては、第 1回の研究会で全般的な問坦がとり上げら

れたことと思いますが、最近の生産は非常忙伸びてきておりまして、恐らく 、

昨今の米の世界生産数盈と同じ位なところまできているのではないかと考え

● られます。で、栽培侭関連した中で私が特忙強詢いたしたいことは、資料の
3枚目のところに載せておきました「キャッサパの栽培技術上のこれからの

問坦点」（参考資料1.)であります。

キャッサバをいわゆる経済作物として、今後生産をさら忙伸ば してい く楊

合、単位面積当りの収鵞の増加と品質の改善が第 1点、それから栽培労力、

つまり労働生産性を如何に高めるかということ、ま た品種の改良をどのよう

な方向にどうするか、 ということが大きな課題ではなかろうかと思っており
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ます。

話をとばして申し訳ございませんが、次の加工の欄にまいりたいと思いま

す。もう皆様も御承知のように、現在ことに挙げましたようなものが製品化

されております。後刻、大高先生のお話もあるかと思いますが、開発途上国

の産業振興は、一次産品の輸出というよりも 、むしろこれからのものの附加

価値を如何忙高めて輸出忙仕向けるか という問題が、大きな課題として、 こ

れからますますとり上げていく必要があると思われます。

反面、またその製品を恰入する側の立場になりますと 、いかなる形の、 ど

ういうふうな製品を受け入れるか、 ということと 、更忙価格の点も大いに関 ~ 
係することであり 、大切な検討事項として見逃すことのできない問題と感じ

ております。

ここにどざいますようiて、 ドライ）レート 、チップ、 ミー）レ、それからベェ

レット 、スクーチ、そしてこれを生産する際妬副産されます袈粉粕といった

ものが、哀在一応製品 として分類できるんじゃないかと思います． （参考査

科 2.)ただ、キャッサパの製品化の中で一番問追として取り上げなければい

けないのは、工場を中心とした加工の経済性と立地の問組が横たわっていま

す。キャッサパの塊根は水分が沢山ありますし、熱帯地方の高温という問底

もございます。それから収稜期に手院よ〈集荷して、手除よく処理するとい

うこと 、すなわち、出来る限りロスの無いように商品化することが、工場の

立地性も含めた大きな課国であろうと思われます。 ~ 
また、これは収稜の仕方との関連も大きいかと思われますが、 雑物や土

砂の混入があります。土砂の混入に関連する事柄としては、水利忙不便なこ

とから水洗いの不完全さということがありますが、工場の規模、すなわち資

金竹ーも大い忙関係があると思、います。良い水を十分使えるようにするために

は金がかかる。零細な工場ではこれ忙十分な資金を廻し得ないというような

ことが原因となって、土砂がはいってくる。次に青酸の問題もありますが、

根部に茎の部分が混入してくるという粗雑な収穫の仕方も大きな原因となり

-1 8 -



ます。一般的に熱により処理された場合、背酸の含有籠が非常匠少なくなり

ます。従いまして、 このょうな処理を通した製品については、大きな問題と

して取り上げなくてもよいという気がいたします。が、利用面からみますと

全く放任してもよいというわけではありません。どの程度まで含まれていて

良いかということにつきましても 、 まだまだ試験の余地が残されております。

飼料として利用する塙合は、やはり青酸の問題がありますし、 さらに交雑物

や土砂の混入が大きくとり上げられます。これらは、現地におけるキャッサ

パの収稜と加工過程の上の大きな問踪点として、飼料利用面からいえるんじ・やなかろうかと 、か・よう忙感じております。
キャッサバの桧出につきましては、後程、大高先生からのお話がございま

すので、少しと ば しまして、資料の 6枚目を見て頂きたいと思います。私の

今日の一応の課題は「国内の流通と消費はどうなっているか」 ということが

主なところでございますが、私は現在飼料の検査を担当いたしております関

係上、そういうふうなところを中心に話を進めたいと思います。まず最初と

いたしましては、袷入されるキャッサパの通関に関するところから、私達は

関心をもつことになります。

プリントの中に挙げました 4つの部類の通関の内容（参考資料 3.)、 これ

はもう商社関係の方々は、むしろ私よりお詳しいかと思いますが、 このうち． の1つはキャッサバ芋のチップでございます。芋の切り干しとみてよいと思
います'5これは輸入品目の 7類に辰して、関税率表謡号は 07 0 6で、基本

関税率 15茄となっております。次はミールでございますが、 これは粉砕機

で加工したものという総称的な 条件が付されております。これは 11類に属

し、関税率番号 11 l) 7番、基本関税率は 35％であります。その次は、 こ

れはいわゆる粕類で、食品工業粕ということで総括されておりますが、キャ

ッサバ粗製和粉もこの中VC含まれております。これは 23類の 23 0 3の無

税通関されることになっております。但し、風乾の条件の中で該粉価 75 % 
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以下、粗絨維が 3.5％以上とされております。

第 4番目の通関の仕くみといたしま しては、飼料の承認工場で加工する場

合の原料についての激免税制度を適用する扱い方であります。関税定率法忙

よって設けられている制度でありまして、飼料以外に用いられ ている 制度で

ありまして、飼料以外に用いられないように変性加工 （配合飼料とすること）

すること忙より 、それぞれの原料は無税扱い妬なるという制度がございます。

わが国の配合飼料が戦後急速忙伸びた ということも 、 この制度が大いにあづ

かっております。

以前、私が流通飼料課で仕事を しており ましたとき 、丁度、従来の飼料保 ~ 
税工場が全部関税定率法の扱いを受けるよう妬なり 、承認工場と名称が変っ

たのであります。その時は、大蔵省の閣税局といろいろ交渉いたしまして、

変性加工を前提とした配合飼料のあり方はどうあるぺきか、 ということの相

談にもあづかったのでございます。この結果、変性加工のサイドから見た配

合飼料の規格を定める省令が大蔵省から出されたのでございます。一方、農

林省としては「飼料の品質改善に関する法律」がありまして、配合飼料の登

録をやっておりますが、こ れは変性加工と全く別の鮫点からの性格をもって

おります。

関税定率法匠よる 「配合飼料の規格を定める省令 」の別表 1の 6類匹、

「艇産物の残さい類 」という類がございます。この中に和類、投粉粕、ある

いはこれに類するものとして、 キャッサバ浪粉粕が取り扱われ、配合飼料に ~ 
混ぜる均合、 1点という勘定の仕方がなされております。配合飼料は、いろ

んな原料を配合する ことによ って、それぞれの原料に与えられた点数が加算

され、その総合点が何点以上であれば変性されたとみなされる仕組みになっ

ております。

次に9、現在キ ャッサパの製品はどの位輪入されてい るか ということでござ

いますが、全国通関統計による数最をここに取纏めております。（参考資料
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4.) 

これは歴年 (1月から 12月まで）でございまして、 昭和 46年と昭和

4 7年の両方を対比しております。 1番上の桐はチップ類でどざいますけれ

ども 、 46年に比ぺて 47年は非常に伸びております。大体、東南 アジアか

ら悴入されております。次の欄はキャッサバを含む函粉類でございます。必

ずしもキャッサバ澱粉ばかりではどざいません。が、 これも非常忙伸びてお

ります。これはクイ国以外に中国からもはいっております。次はいわゆる粕

類でございます。これは逆に少な くなっております。タイ 国が中心となって

● おりま す。
このように キャッサバ製品の輛入内容が品目忙よって違った形で出てきて

おります。次にキログラム当りの単価でみますと 、 47年の方が値段が下が

っている ようです。

私が先般名古屋港忙あります植物防疫所へ参りま して、輸入されているキ

ャッ サバ恥係製品の植物防疫の現状を調ぺてまいったのでございますが、 キ

ャッサバ浪粉は非常に不合格が多いということで大変鵞いている仕末です。

大体、不合格率が 9D％以上であるという ことです。（参考費料 5.)

昭和 47年 1月から 1D月までの町入品（これはいわゆる 11類妬属する

飯粉ばかりでな く、粗製誤粉というふうなものも含めたもので、輸入申告が

加粉の 1 1類忙属してい るものと解釈 していただければ結構だと思います ）・記：紅 して 5,4 3 7 トン のうち、不合格匠なったのが、 4,9 2 0 トンである
という ことです。 この割合は 90. 4 9％で、先忙述ぺた 90％以上と いう こ

と忙なります。

ところでこの不合格の原因は、 コクヌストモドキという昆虫忙よるという

ことで、 この昆虫は、東南アジアとかサラワクからくる貨物に非常忙多く発

見されるようです。こ れは生産されるエ褐で附着する というほか、集荷時、

あるいは倉庫忙おいて二次的に感染するという ことも考えられます。いづれ

忙いたしましても 、 コクネストモドキや、その他蛾類が非常に沢山発見され
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るということで、こ れは特に顕徴鏡ではなく 、肉眼で十分見えるものであり

ます。

不合格忙なった貨物は篠花メチルで 48時尚くんじょうされます。この薬

品の使用量は倉庫と 、その中の積荷の状態によって異なり 、 あながち一定で

はありません。このようにして、 くんじょうされたものは、不合格品でも通

関されることになります。植物防疫法侭よってみますと 、 こういった有害昆

虫はくんじ ょう妬よ って全部取り除かなければいけないこと妬なっておりま

す。

それから今 1つの問題として取り上げられ亥すのは、例えばチップの場合 ~ 
の土砂の混入でございます。植物防疫法では士砂は翰入禁止となっておりま

す。 これは外国の土猿が輸入のさい、媒体となって、いわゆる有害な虫卵と

か、 カピ類とか、 あるいはバクテリアといったものが、 日本にはいってくる

ことを防ぐ意味があります。 唸入禁止品目の中にはまた籾がらもあります。

これは日本の稲作と病気の関連がございますn

従いまして、今後いろんな粗製品を輸入する均合、いろいろと大きな助遥

もはらんでおるのでございます。ただ、観念的に言えますことは、いわゆる

熱処理されたものは比較的安心できるということですけれども 、基本的妬は

法律花より士は翰入禁止品目であります。ですからキャッサバ根を加工する

拓合は、 よく根塊を洗ったものを原料とすることが一番大切な事ではなかろ

うかと 、かように考えております。なお付け加えておきますが、名古屋港の ~ 
植物防疫所での 90伶不合格は、全部クイ国産の製品でございさす。

キャッサパの産地は熱帯地方vc偏 して いるため、やはり こうい ったような

植物防疫上の問題があるといって よいかと思います。

愉入したキャッサバ製品の国内流通のことですが、名古屋港に陸揚げされ

たものは、椴粉工均、製薬工場といったところですっ製薬工場では、注射用

のプドウ糖、錠剤を固める資材としての製剤用としてよく 使われます。従い

まして、必らずしも毅粉工場に限っているわけではありません。
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次に飼料用として豹入されている状況は、統計的に どの ようなも のがある

かと一寸調ぺてみますと、疫林省畜産局の流通飼料課から出されております

飼料関係資料がありました。この質料による諭入状況をプリントの中にあげ

ておきました。（参考資料 6.) これ忙よりますと、昭和 42年から 45年

まで毎年増えてきておりますが、 4 6年にきて減っております。こ の資料は

キャッサバ芋という形でしか出ておりませんので、内容はキャッサパのどの

ような製品かという ことは不明確でございます。

しかし、 と匠かく飼料に使われたとみなされるキャッサバは、大体 46年・度で 5,0 0 0 トン、金額忙いたしますと 223,000 ドルと いう ことになって
おります。昭和 45年度が最も多くて、 78,000 トンで 319,000ドルとい

う数字があがっております。

キャッサバは、 46年 10月 1日から自由化品目であるということは、皆

様もよ く御承知の ことでございます。

次は飼料利用の点でございます。資料の 7枚目のところにございます。キ

ャッサバミールの飼料成分は、森本宏さんの書かれた著書の中から抜き出し

たものでございまして、水分 15 %、青酸含有最 0.0 0 3 6%、これを PPM

に書きなおしますと、 36 PPMということ（てなりばす。（参考資料 7.)

このキャッサバ芋を飼料 として使う場合、勿論、青酸を含む盤の条件もあ

りますが、殺粉質という ことも大きな観点の 1つでございます。わが国は現・在非常に沢山な飼料用穀物を海外から輪入しておりますが、 この澱粉質の需
要鼠の確保という ことであります。 ここ忙大切なことは、 とうもろこし、 マ

Iイロ 、大麦といった穀物類と、 キャッサバ製品との可消化養分総量 (TDN)

の比較であります。参考査料 8．からこの内容を読み取って頂ければよいと思

って記載しておきました。（参考資料 8.) このほか、大切なことは値段の

関係ですね。例えば、とうもろこしが商値の時たは安いマイロが沢山輸入さ

れる。マイロが嵩くなると、とうもろこしを多く使われるよう忙なる。この

相関でございます。これはやはり澱粉価当りの単価が飼料の原科需要忙じか
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にひびいてくる、 といった問話です。

殿粉粕の乾燥したものは、 TDNで 70 %ということは、 マイロ 、 とうも

ろこし、大麦に比ぺまして、大雑把に言いましてそう大差はない。大体 90 

茄程度の価値比較ができるということですね。ここら辺が、今後の問題とし

て、内容的には飼料穀物vcかなり代替しうる可能性があるといえるんじゃな

いかと考えられます。

次に私達の検査所の管轄内にある飼料工場が、実際キャッサバ製品を使っ

ている状況をこ こ忙書いておきました。（参考資料 9.) で、 これは配合飼 ~ 
料にどれ位の割合で配合されているかという 、 キャッサバペレッ トの利用の

一例でございます。

大すう用と申しますのは、卵を産む直前まで育っている雛でございますね。

成賤用というのは卵を産んでいる賤でございます。これらの配合飼料妬1.5 

％使っているということです。豚の配合飼料も、育成用と、 肉豚として飼育

用に使うもの、 さらに仔取り用の種豚忙区分されておりますが、まづ育成用、

これは乳離してからの仔豚、人間で申しますと小学校 5年生位から中学校位

な年令に当るでしょうか。このような豚の配合飼料には 3%配合されており

ます。肉豚用、 これは出荷するところまで給与する配合飼料ですが、現在は

大体 95キロ位で出荷されております。このようなもの忙は 5％の配合割合

となっております。それから腫豚でどざいますね。いわゆる仔取り用の豚に

は同じく 5伶の配合割合を適用されております。また乳牛には 4%の配合と

なっております。ここ忙用いられているキャッサバ製品は、全部クイ国産で、

4 8年の 11月中旬に輸入されたものでございます。参考までに工場が手に

入れた価格もかいておきました。キロ当り 27円40銭。これが或る飼料工

場の 1例でございます。こ の工場で分析いたしました結果はその下の欄忙で

ておりますが、青酸含有量は 27.85PPM、これは先程森本さんの青酸含

有量よりも低い数字とな っております。現在輸入されておりますのは此の程
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度のものではないかと考えております。

それから私の検査所が、名古屋港の阜頭で抜き取り検査をいた しま したも

の花は、土砂が 11 %も混入されておりました。（参考資料 10.) これは

先程申しました製品処理の中の大きな問冦点の一端が現われているものとみ

てよいと思われます。あとから、私がクイ国忙参りましたとき 、写して参り

ました写真を幻燈でお見せいたしますが、澱粉工場内の乾燥工程匠も問題が

あると思います。土砂は収穫時ばかりではないと思います。士砂の他|てコン

クリートのかけら、釘等、いろんな交雑物が入っている時もありますが、 こ・れらは殆んど澱粉工場内の処理工程に問題が横たわっていることは、明らか
忙言えると思います。

次は 「飼料としての特質と問赳点 」ということですが、先程から申してお

りますよう忙、 キャッサバは非常妃毅粉質に富んでいること、だから飼科用

として輸入される叙物の代替としてかなり利用することができるのでござい

ます。試験の結果も、良質のものであれば、 とうもるこし、マイロをキャッ

サバミールで、産卵約、 プロイラ ーでは約 20 %まで、 肉豚では 40 %まで

代替することができるというよい成績が出ております。勿論、 これは良質な

キャッサバミ ールという ことが前提でありまして、こ の辺が試験結果を直ち

に、実際忙輸入されてくる製品へ適用することのむづかしさの伏在している・点を見逃すわけには参りません。
また、注意をしなければいけないものとして、青酸の含有輩、交雑物等が

あります。青酸（てつきましては、第 1回の研究会でも 、いろいろと討議があ

ったようでございますが、一応私なりに、いろんな資料を見ましてここに一

寸書き並ぺてみたわけでございます。 （参考資料 11.) いわゆる加熱とか、

或は水洗処理によっ て青酸含量を減少する ことができるという実態が、 チ ッ

プと生芋の差に明らかにあらわれ ていると ころをみても、 うなづけるかと思

われます。普通加工品で飼料用と して用いるときの良質のものであるという
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条件は、大体 36PPM以下ということ が、現在の試験から判断することが

できると思います。しかし、これとて癌密な沢山な試険の結果ではございま

せんので、一既忙これをもって結論とするわけ忙は参らんだろうど、、大半を

とって考えていた方がまずまず、無雖ではなかろうかと考えられます。

次はキャッサバ澱粉の流通、 これは先程名古屋港の陸揚げものは、澱粉工

場と製薬工場に出荷されると申 しましたが、汲粉工場ではこれを籾製したニ

次製品、或は三次製品といった加工工程がとられております。また製薬工場

では、澱粉工場からの精製品を用いて薬品類へと更に附加価値を高めた製品

へと加工されております。

キャッサバ澱粉も含めて、いわゆる澱粉はどういう風な方面忙使われてい

るかという こと を調ぺてみましたが、水飴、 プドー糖、化学澱粉、のり材料、

医薬品、その他人形、玩具の雑工菜といったように非常に使われ方が広い。

事務用ののりとか、染色忙も使われるようですね。医薬品では錠剤の成形、

或はオプラート 、切手ののりもキャッサ バが使われております。こういった

利用範囲の非常に広い ことも、御参考までに記載いた しました次第でござい

ます。（参考資料 12.) 

まこと侭大雑把なことでございましたけれども 、あとはプリントを見て頂

きまして何かこの辺がおかしいんじゃないかと言うような事がございました

． 

ならば、大い に訂正して載ければ結構 と思います。 '~ 
プリントの方は一応この位忙致しまして幻燈に移らせていただくこととい

た します。

0 1番初めは、 キャッサバの畑です。これはクイ国の東海岸、大体ここで

クイ国の 90伶の生産をあげているという束海岸のキャッサパの栽培状況

でございます。

〇 これもキャ；； サバ畑でございます。大体 1米 50位伸びております。収
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稜は先程のプ• リ ント にもありましたよう lre 、 1 1カ月から 12カ月目で、

この写真のものはもう収穫時期にあると言うことができます。

〇 これは収穫中のものです。収穫されている状況もちょっと見 られますね。

〇 これはキャッサバ澱粉の出荷でございます。 トラックで出荷しておりま

す。

〇 これは、 キャッサバ芋が毅粉工場の中忙集めら れたと ころです。非常vc

沢山集積されますので、 中は温度が非常忙高くなります。水分も多く 、大

体 2日間位で加工処理する必要性が、こ の実態からも言えると思います。

● o これは芋を粗砕機にまわす直前の状況です。
〇 これは椴粉粕を乾燥している状況です。コンクリートの上でございます。

皆、靴をはいて作業するため、士砂や、いろんな突雑物が混ざるものと考

えられます。

〇 これは粕を拡げて干してい ると ころです。 昼ですね。靴をはきながら歩

く、こ れは工場化よっても違うと思いますが、私が見た工場は、機械を使

わず、みな手作業で、こ の辺、大小の工場によってかなりの差はあること

と思います。このような小工場ではよい施設がなかなか整わないのが実情

の ようです。

．
 

〇 これは少し変わりまして、私はずっと山岳部の関拓地を多 く回って来た

のでございまして、 これは開拓地のとうもろこし畑の状況です。メナム河

の上流に当ります。

〇 これは開拓地です。

〇 これはとうもろこしの収穫跡地の状況です。

〇 これは開拓農家の、 とうもろこ しを乾燥していると ころです。乾燥の状

況です。

〇 これも同じようなところで、開拓農家は このような形の農家が多いです

ね。開拓してからかなり年数がたってい る農家ですね。ここ では、 とうも

ろこしを脱粒 しないで穂軸のまま乾燥 しております。
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〇 これは脱粒してから、 もう一度乾燥しているところです。筵の上で干し

ております。

0 とうもろこしを牛車で内陸輸送をしているところです。向うに積んであ

るのは、 とうもろこしのはいっている袋です。ここに一つの問題がありま

す。牛車と牛車の距離によっては、牛と牛車が接触し、 この結果、熱帯地

方特有の牛の疾病の伝染経路として とうもろ こしが浮ぴ上ります。畜力を

用いた内陸運撤の問題で、輸入飼料か らの家畜伝染病の発生とい った問題

が、空想だけであればよいかと思います。

〇 これは大豆です。と うもろ こしを連作しますと 、大体 4 • 5年で地力が ~ 
うんと落ちまして、開拓地の焼畑が放棄される ということが屡々みられま

す。このため、とうもろこしと大豆の輪作が必要です。クイ国の大豆は未

だ輸出商品としての形はと っておりませんが、日本の大豆事情等を考えま

すと、 この輪作の双方とも貿易の対象にはならないものかと考えます。ク

ィ国の土壌を大切にして、とうもろこしの生産収蓋をあげていくため（ても 、

輪作をもと忙した生産体系を 十分考えなければいけないと思います。とう

もるこしだけほ しいと言ってみても 、 クイ国の畑地を荒していく限り陀お

いては、決して永い目でみてよい結果は期待できないと思いま す。こ れは

1つの例でございますけれども、古代のチグリス ・ユーフラテス河の文明

も、土撲の荒廃とともに退化した ことは、 よい例であると言えましょう。

〇 これは「カチョン チョップ 」と いう雑草です。 日本のすすきに似たも ’’ 
ので、とうもろこしの連作畑に、 この草が侵入 して きます。 この草は、い

くら除草しようと思っても除草しきれません。この草が侵入して繁り出す

ことは、凋拓畑の放棄の第一歩とみ てよい と思います。こ の雑草は土地の

荒廃の度合いを示 しております。

〇 これは開拓地の初期の姿です。今、森を焼き払って畑地化を してい ると

ころです。従来この ようなジャングルは、木の葉の有槻物の堆積で士壌中

の水分が安定していたわけですが、畑地化されることにより 、被覆物がな
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くなると同時花、強烈な太陽熱の直射忙晒されます。このような開拓地は、

殆んど天水に依存されております。雨量が少ないところで、士壌水分がど

んどんうばわれる結果となります。タイ国の開拓地の大きな課語の 1つと

して、土壌水分の保持は、地力の福存ということに関連しているのではな

いかと考えられます。

〇 これが放棄された畑です。御承知のよう忙焼畑で、 カチョッ ・チョップ

が一杯陀拡がった放棄畑です。 このようなところが開拓地のあちら、 こち

らによく見られます。

● o これも大きな放棄された畑です。昔は立派な、ちゃんとした畑だったの
でしょう。

〇 これもそうですね。放棄された草原忙灌木がはえてきております。この

ような写其の多いということは、土地の荒廃の椋子を痛感したからです。

日本がとうもろこしを要求する余り 、 タイ国の士壌を悪化したと、裏を返

せば言えるんじゃないかと思います。とうもろこしを買う買うということ

は非常によい事ですが、こ のような荒地を見ることにより 、考えさせられ

ることが多いです。キャッサバ栽培につきましても、やはり同じことが言

えるのではないかと思います。キャッサバも非常に土地から養分吸収の多

い作物ですので、多くて 4年連作は出来ません。必らず輪作や休閑を取り

入れることを忘れてはいけないと思います。キャッサパのこれからの栽培・は、士捩をいか忙保全しつつ、生産量を高めていくかという土地利用の点
匠あると思います。

〇 これは飛行栴の上から写したものです。メコン河です。この水をいか忙

殷業に利用するか、大きな課題として注目すぺきところです。今世界は食

濯危檄といってさわがれておりますが、こ の河の水をどのように使うかと

いう ことが、 われわれ人類の大きな課題じゃないかと思います。

〇 これはダムです。メナム河の上流でございます。このようにダムをつく

って、今迄は水田地帯忙しか この水は使えなか ったのですが、畑地えの水
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の使い方という謀題を思いながら、此の写真を写したことをおぼえており

ます。このように水を自然の氾濫地域だけにまかさないというところに、

畑地への人口移動に閑連した、農業用水の使い方の大きなポイントが生ま

れ出てくると思います。

〇 これはダムをつくった場合、下流から上流へ船がさかのぼる場合、ダム

がこの水路をしゃ断しては こまるということで、丁度バナマ運河と同じよ

うにつくられた構造です。

〇 これがそのダムです。同じような観点で見て秘ければ結構です。水の利

用を如何忙束南アジアの農業生産に向けていくかということは、人類の課 ~ 

題としてまこと忙大きいものと言えましょう。

〇 これがいわゆる氾濫地帝ですね。この地帯は、山岳妬玲った雨がメナム

河忙集まり 、それが泥を沈絃さすという昔ながらの耕地の利用状況です。

これと先程の開拓地とは、まるっきり正反対の生産に結びつく土娯保全の

実態です。

〇 これが水田地帯の森家の状況です。あそこに浮んでいるのは野菜と して

よく食べられるもので、現地ではこれを油いためしております。さつまい

1ヽの葉によく似ておりをす。

〇 これも水田地帯です。椰子の木が境界しております。

以上はなはだまずい写兵を御覧匠入れましたけれども 、一番肝心なことは、 '~ 
士換を如何忙して大切に使うかという こと、文明の廃退は土坂の廃退と密接

な関係にあるということを強調したいと思います。士壌の衰退は、少なくと

も東南アジアに初ま ってはなら 7たいということ 、こ れが私の念願の 1つであ

ります。キャッサパの問題から、常日頃考えておりました土壌と人類の関係

の一端をも併せて申し上げまして、私．の話をおわりたいと思います。

（以上）
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参考資料

1. キャッサパの栽培技術上の問題点

栽培密度の問題点（畦巾と株間）

中耕、土寄の回数と時期

植付時期と収穫時期

野ねずみ、野豚の害に対する予防策

Angular leaf spotの植物病理対策、いもぐされ病の予防法

● 品種交雑、改良の問題

2. 製品の種類

(a) Cassava dry root 

生の塊根は、水分が 70~6  0 %占め、熱帯では極めて腐敗しやすい

から、水分含量を 15％以下にする必要がある。ジャワには戦前、塊根

を割って乾上げたカプレクがあ った。タ イ国では将来 これの輪出可能性

があるが、問題は乾燥法の技術開発、生産団地での火力乾燥、混入士砂

の除去方法等である。

(b) Cassava Chip 

切干いものことで、 2 • 3日天日乾燥したもの。 C.mealやpelet

の中間製品と見て よい。ク イ国にはこの製造業者は数百名匠のぼるが、・その 90％は零細企業である。ま た製造過程が粗雑で、品質管理もよく

ないので、二次製品の品質悪化の原因となる。

(c) Cassava meal 

チップを粉末状にした製品で、過去忙豚用飼料として西欧に輸出され

ていた。現在はベレッ トの原料として大半が使用され ている。通常取引

されているミ ールの品質規準（タイ国）は、

A Grade水分145伶以下 緑粉70％以上土砂3剥以下椒維 5％以下

B Grade同 15.0伶同 68% 同 5% 同 7%
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(d) Cassava Pellet 

ミールをペレット化した製品、容積縮少、品質保全上有利で、今後の

稿入の主体。 19 7 3年 3月現在のクイ国の品質基準は、殺粉 60％以

上、水分 14 %以下、土砂 3％以下、粗繊維 5%以下である。

(e) Cassava flour (Tapioca starch) 

塊根を澱粉工場で磨砕、飾別け、分離、乾燥といった工程で製品化さ

れる。クイエ橘の坦合、大規模工場は日産 40~5 0トン、検査の要の

ないほどの完全品、零細工場は日産 3~ 5トン、品質忙問胚が多く 、交

雑物があ り、水洗不良である。 ~ 
(f) Cassava waste 

フラワー製造に伴う副産物の澱粉粕である。水分多く 、工場匠よって

毅粉含量忙差がある。商品としては扱いにくい。粕には背酸はないが、

屑が混入すると 青成がある。豚用として輸出されている。わが国では飴

用、甘味材料として用いられている。

3. わが国(re.おける輸入染品の分類と通閑

(a) キャッサバいも（風乾状態）、切干（チップ）を含む。 7類に属し、

関税率表番号 07 0 6、基本関税率 15%。

(b) キャッサバミール（粉砕機で加工したもの）、 1 1類に属 し、関税率

表番号 11 0 8、関税率 25 oJ;。

(c) ペレット 、飼料用粕類（キャッサ バ澱粉を含む） 、食品工業粕。 23 -

類、関税率表番号 23 0 3、無税。ただし、澱粉価 75％以下、粗猷維

3. 5伶以 上のもの。

(d) 配合飼料用加工原料忙ついての滅免税。関税定率法第 13条第 1項第

1号の定めるところに より同法施行令第 6条妬より 、配合飼料とその原

料品についての減免税を定め、また配合飼料の規格を定める省令別表第

1の 6類の品名の中の「澱粉かす」「これに類するもの」としての原料

に、 キャッサバ澱粉かす等が該当し、こ の省令で定める規格の配合飼料
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I 

． 

を製造する場合は、 23類 23 0 3として無税通関される。

4. キャッサバ等閑連製品の論入（ 全国通関統計 ）

昭和 46年 (1~12月） 昭和 47年 (1~12月）
製 品

主要 主 要
数最 金額 円／トン

輸入先
数既 金額 円ン

輸入先
~ 

トン 干円 円 トン 干 円

Cassava chip 99 2,114 21{J34 イントネツア 1,950 3邸71 19,780 
イントネジア
タイ

キャヅサバを含む
627 23,417 38,926 中国、クイ 10,118 310{375 30725 

中国、クイ
澱粉類 オランダ

粕 類 4577 1 D 1,960 22;?.76 クウル、ガネイゾア 1,122 21,723 19,361 タイ

5. 名古屋植物防疫所検査状況

(a) 澱粉の検査ではコク ヌス トモドキの発見が多 〈、 発見した場合は不合

格品と して扱い、 修花 メチ Jレ妬 よる48時間 くんじょ うの後、通関させ

ている。

(b) 4 7年 ( 1~1 2月 ）の殺粉検査では、 5,437 トン 中、不合格（ くん

じょう実施 ）4,9 2 D トンで、 9 0,4 9茄 を占めた。

(c) コクヌス トモドキはサラワク 、 イン ドネシア、 クイなどからの稔入貨

籾に多い。そのほかの害虫には蛾類がある。

(d) 名古屋港陸揚げの この種涙粉は、殺粉工場、製薬会社等忙流通 し、 プ

ドウ粧、糊等に加工 されている ようである。

• (e) 上記椴粉の恥入先は、すぺてク イ国産のものである。

6. 飼料用 としての輸入状況 （チ ップまたはベレッ ト等 ）

昭和

4 2年度 4 3年度 4 4年度 4 5年度 4 6年度

数 量 千トン 0．庁トン 1．行トン 78千トン 評トン j

金 額 6千トクレ 3呼 卜）レ 7汗卜9レ 319千卜9レ 223千卜9レI

注 ：46年 10月 1日よ り輸入自由化品 目と なる。
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7. キャッサバミールの飼料的成分
／
 

水 分l粗蛋白質l粗脂肪I：ここ::::.1粗稼維l粗灰分 ．P I Ca I m翼

1 5り。四7伶1。.2防18.5門。991。□。口□二：116pp魯
注 ：なお青酸含有量は 0.00 3 6 <f; (3 6 ppm)一森本宏一飼料学による。

8. キャッサバ根と殺類、いも類との飼料的成分比較

水分 粗蛋白質 粗脂肪 粗烈維
可溶無

粗灰分 TDN 
窒素物

キャッサバ根生） 67.~ 
茄 伶

1.4 茄 28.伶8 
劣

1.1 0.3 1.0' 2.5.7 

// // （紛 5.6 28 0.5 5.0 84.1 2D 7 5.0 

” 殺粉祗紛
13.2 0.9 0.7 4.6 18.8 1.8 70.4 

とうもろこし 15.0 8.7 3.9 2.0 69.2 1.2 80.1 

マ イ ロ 1 1.0 10.9 3.0 2.3 7 0.7 2.1 79.4 

大 麦 1 0.7 11.8 1.9 6.2 66.2 3.2 7 5.6 

さつまいも箇 9.8 4.9 0.9 3.3 77.0 4.1 7 2.7 

じゃがいも（紛 8.6 9.7 0.3 2.1 7 5.0 4.3 70.0 

甘芍族粉粕俄 9.8 25 0.3 9.6 71.8 6.0 69.0 

注 ：モリソンによる。

9. 飼料会社のペ レット利用の 1例

（使用している配合飼料の畜種別配合割合）

大すう用及び成窺用配合飼料 1. 5 % 

豚用配合飼料（育成用 3 %、肉豚用 5%、種豚用 5 %) 

乳牛用配合飼料 4 % 

． 

． 
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クイ 国産、 1 1月中旬輸入、購入価格 27円 4D銭／k9当、 1 8 Dトン

貼入。

同上 Cassavapelletの工場分析値

水 分 I粗蛋白質 I粗脂肪 I粗 椒 維I粗灰分 HCl 

12.91伶 1 2.26伶 1 。.57佑 1 4.7 1伶1 口 i

． 1 0. 殷林省名古屋肥飼料検査所検査品の分析値 (48年 6月）（名古屋港阜頭における収去標品） クイ国産

水 分 I粗蛋白質 I粗脂肪 I粗 淑 維 I粗灰分

％
 5
 
ni ー ス゚ 広

．
 

4
 
4
 
ni 

祐
R~ 
6
 

ー5 4 

1 1. 青酸について

品種により含有量に差があり 、苦味程忙多く 、甘味種忙少ない。特忙芋

の皮の部分にリナマリン (Linamarin)という 配糖体を多 く含み、酵素の

作用により毒性の強い青酸を生産する。しか し、芋を加熱あるいは乾燥す

ることにより青酸含最は若しく減少する。芋を加工した場合の青酸含有量

(OMIC(i(よるクイ国産キャッサバチップ分析例）

1 9 6 4年度叢低 40 ppm 最高 49 ppm 平均 44 ppm 

1 9 6 6年度 I1 3 8 II 

1 9 6 7年度 // 4 1 II 

// 4 8 11 

// 4 8 // 

I1 4 3 9/ 

// 4 5 // 

なお、 フィリビン農務省分析による同国産の生の塊根皮部の青綾含有量：

は、 43 0~4 8 0 ppmであり 、青酸の多い種類の肉部でも 230~280

ppmであ る。従って、未加工の芋を家畜飼料として用いることは避けなけ

ればいけないが、熱処理等を行な ったものは利用可能である。

加工品の良質のものであれば、青酸含有量は 36 ppm (0.0 0 3 6%)以下で
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、あり、このようなものは飼料用として利用できる。 このようなものは、成

鶏、大すう用と して 20%、幼すう 10茄、 プロイラーに対しても 4週令

以降のものは 20％程度配合 してもよいとされている。また、牛、豚忙対

しては 30 %までは配合可能と言われているが、明らかな飼養試験の資料

に乏しく 、いづれの揚合も良質のものを選び、配合割合を少な目にするこ

とが良いと考える。

1 2. キャッサバ澱粉の流通

名古屋港忙陸揚げされた関税品目第 11類に屈する粉砕機に より加工し ） 
たもの (meal状澱粉を包含する品目）は、澱粉工場、製薬工場等へ出荷さ ~ 

れている。

これらの工場では、澱粉を一次製品として各種の 2次、 3次製品へと加

工工程が行なわれ、さら忙、 これら最終製品原料と して出荷されているよ

うである。

澱粉の利用部面は次のとおりである。

〇 水 ア メ → 菓子類、つくだに、乳幼児食等

〇 プドウ糖 → 菓子類、水産練製品、医薬（注射用、錠剤、増星賦

型剤、化学工菜原料等、酒類

0 や品製造 → くず粉、詞理材料、水産練製品（カマボコ、 ちくわ、

ソーセージ等） 、栞子類等

〇 化エデンプン→ 以維用ノリ 、錠剤賦型剤、切手ノリ 、製本、インキ、 ~ 

板振着剤、顔料等

〇 ノリ材料用 → 事務用ノリ 、染色等

〇 医薬品製造 → 錠剤の成型、粉剤、オプラート等

0 薙工 業 → 原型粘面用、人形、玩具、その他

r

.
P

J
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海外農業に対する協力事業ならびに開発事業に従事 したい方

海外農業に対する協力事業なら びに開発事業に必要な人材を求め ている 方

は本財団へご連絡 ください。

海外農業開発財団は左の事業を行なっています。

0 海外農業技術者となる こと を希望する方の登録とプール

0 新人の海外技術者への養成

〇 待檄中の技術のプラ ッシュアップ匠必要な研修費の貸付

0 海外農業の協力お よび開発事業をしている団体、企棠への優秀な農業技

術者のあ っせん。

〇 海外農業調査団の艦成 ・選出

0 海外農業情報の しゅう集、紹介

海外農業ニュ ース
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